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「AIインクルージョン推進会議」について

〇 今後日本がＡＩにおいて世界で選ばれる国になるためには、ＡIの社会実装に

向けた取組を加速させることが必要。

〇 我が国において、多様性を内包し、持続可能な社会を実現していくため、そ

の実現を阻害する様々な社会的課題の解決に資する具体的なＡＩインクルー

ジョン・テクノロジー関連プロジェクトの速やかな実行を提言する。

1

１ 目的

２ 進め方及びスケジュール

○ １つのケーススタディを選定し、それに関するプロジェクトを４～５回程度の

会合でとりまとめる。

○ 当初ケーススタディとしては、インバウンドの進展、東京オリンピック等ビッグ
イベントの開催、入管法改正等により、日本に滞在し、生活する外国人の急増
が見込まれることから、「外国人」を選定。「AI戦略」への反映を念頭に、平成31
年4月目途にプロジェクト案をとりまとめる。

〇 その後、「地方」、「女性」等を候補に、新たなケーススタディを選定する。



2当初ケーススタディ「外国人」に係る検討事項

（１） 我が国に生活する「外国人」の現状

- 在留資格、在留資格ごとの人数とその推移、各種制度（外国人技能実習等）の

概要を整理

※「外国人」として、インバウンド旅行客、ボランティア、在留外国人（定住外国人、技能実習

生等）を想定

（２） 「外国人」が我が国で生活・滞在する上で直面する課題

- 我が国で生活する外国人、外国人が多く居住する自治体、外国人を雇用す

る企業・団体等にヒアリングを実施し、具体的な課題・ニーズを現場に則して

丹念に調査

（３） 実施すべき具体的なプロジェクト

- 課題を解決し、ニーズに応えるために開発・実装すべきAI活用技術は何か、

プロジェクトの実施体制（効果的な連携先等）、利用者側の利益は十分か、

プロジェクト実施にあたっての留意点は何か



3AIインクルージョン推進会議 構成員及びオブザーバ

秋山 咲恵 株式会社サキコーポレーションファウンダー

安宅 和人 慶應義塾大学環境情報学部教授／ヤフー株式会社CSO

アリソン・ビール オックスフォード大学日本事務所代表

梅屋 真一郎 株式会社野村総合研究所未来創発センター制度戦略研究室長

岡崎 直観 東京工業大学情報理工学院教授

座長 北野 宏明 株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長

サンジーヴ・スィンハ 日印協力グループ・ファンドサン・アンド・サンズ・グループ代表

末松 弥奈子 株式会社ジャパンタイムズ代表取締役会長

新居 日南恵 株式会社manma代表取締役社長

増島 雅和 森･濱田松本法律事務所パートナー

（オブザーバ）

総務省自治行政局地域力創造グループ地域政策課

総務省国際戦略局技術政策課

法務省入国管理局 ※当初ケーススタディについて

国土交通省観光庁参事官（外客受入担当） ※当初ケーススタディについて
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4（参考）AI戦略（案）全体俯瞰図（H30.9.28統合イノベーション戦略推進会議）
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